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北海道渡島國大松前三山産・～ウスマン鑛

橋 正 夫

（拝召　率｝121そ｛ミ　1工　消　30r－i　受｝：塁）

（北海道帝國大剛∫1｝｛學部地質學鑛物二學敏室業績第361號）

緒 雷

　北海道渡島孚島の南西端郡附近の古二生層地；車中には満掩鑛山が輝々に黙在して居

る。最近これ等鑛山の巾の一．つである大松細革遺産の．L鑛中に・・ウスマン鑛（Haus一・

mamユite）が産することを知り得た。此虚に共の概要を報告するQ

　該鑛山は渡島國松前郡小島村宇．倉艀賓に在り，探鋭1廓務所は小謹1勾川の中流附近に位

置して屠る。葺L暖は奮松前藩の城一1ぐ松前町字当山町の鐸ヒ西方約5粁に當る。この聞に

は野山町よリソ（煮1人1川河i．1迄には海岸滑ひに町道が．あり，此虞より小誰内川中流にあ

る〔事務新迄は海岸段丘．iコこ車道が新設されて居る。探鑛現場は2ケ所に刑れ，その一

は小織内川本流にあって元出隔と構し，他の一…は元山匠の酉，小野内川支流東岸出腹

上にあって新山睡と辮して居る。何れも事務所より約1ゐ粁程隔る。皆野共に鑛床の

性質は：全く伺…であるが，新山優よりや～良質の炭酸マンガン鍵が産する。門門に述

べんとするイ、ウスマン錨は新1【嘔鑛床よ1痔糠．たものである。

　報告をなすに掌り，調査に際し種々御便宜を計られた同割瞭．ll職員各位，並に研究手

絡始御指導を賜った野木沖原四四教授rこ感謝の意を：表する。

趨 欺

　大松〕前鑑由附近の地質は醗謂古生層の粘阪岩及び珪岩より鳴り，国々に難色岩駄が
　　　　　くかき
これ等を：．貫く。鎧床は珪静を上盤とし，その「F盤滑ぴに貫入した曙色岩群との寺町部

に於て，珪岩を交代形成した鑛床である。王盤必珪岩は灰色乃至線次色を帯び，薄板

欺購造の著しい岩石である。下盤の線色岩肱は，鑛化作用に：依り憂質せる結果か，曹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
長石：氏閃岩とも櫓すべき岩質を示す。吉村博士に依れば，本邦古生麿中の本鑛床の如

き満．俺鑛庫に於て，鑛膿の下野黒獲達する緑色岩糠は輝線岩であり，且鑛床生域に關

係あるものとせられて居る。又原田教授に依れば，幅山町附近の満俺蚕輔ミに於て斯様

（1）　澤rr｝鶴松1北海道イ∫用量轄勿調査報文（節し報）　北工試報第蹄號，塒一30，（1930）

（助露・｛：壇丈・マンガン譲奉（麟3）．

北海溢帝國大學理學部紀要　　第饗類，第8鴛，第1號，｛一・4頁，（19違8）

曾
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な線色岩瞭は輝線岩或は班岩であるとの事である、本鍍床の該岩駄も『…見輝縫岩乃

至珊慈母の夕罐駈淑．．．て居る．、顯微鏡下戯獅書一婦しは5脇慣諜1励，rlllインタ轡＿

クル構造を縫し，長治｝｛／こ淡緑色角閃石と1これを充賦する曹長石級島与粒歌斜浸石より威

る・蹴閃行は大部分線泥石，蛇紋石及むご緑鵜デ∫等に攣化して層るが，曹長石は欝新鮮

である。從って本岩は吉村榑：士¢1＞述べられた如く，輝維器が鎧イヒ作用に依りアルカリ

長銀作細行つたもの掃撫・るが誠は叉｝鍍N縄、、1副轟姻初勤なもの

であったか，何れか未だ決定’するをこ至って居らない。

建艦は鑑犠交代し，厚さ1～2米の樋聴成して居る。鎧i撒調三としてバラ輝石

よ懸るがド．鄭は菱マンガン鑛に依って交代せられて居る。交代哲三用の程度は種々

あるが・著しく交代せられ・肉lii揃にバラ輝石を認め得ぬ部分に糊ノこの・・ウスマン鑓

が黒褐色の・棚獣を呈して産する。．バラ輝石が鯉唆幽馳られ縁鍍撫様でなく，

從って共存櫓物の紐合せも亨紛的に異翫然し鄭鍛と1．．て共生する鎧謝まバラ輝眉，

菱マンガン銭無1蜥瀞f，流説（蜘榔1，ラ・ハ塘，雲母重晶石，アルカリ長石

等である。爾注次的に富化せられた都分は含マンガン継物の分解に依って所謂1二酸化

マ・ガ・雛生じて1謁。以．．繊物碗轍びそ身蒔の姻菰態職鵬縣ヴく穂溜

のそれに極めて良く類似するQ

　　　　　　　　　　　　　　　顯微学的性質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
所講と鑛中に細”姥なして産するハウスマン鍍（㌫蛎。のは。。3粍大の墨・㌃歌結晶

の堆昂騰よ賊る。・・ウスマン鋤｝1は透過光線で持有為農嚇雛民マホが轟一赤色）を

示し，結晶の周縁は黒く濁って居る。

　本鋸物の反射顯微鏡下の性質は譲の如くである．比較研究にスエーデンLangba11産

のハウスマン鋳を用ひて實験した。

　琢磨：比較的容易であり，良好なものが得られる。但1．酸fヒク膨一ムで充分琢磨

する必要がある。

　．色：次白色。　腐蝕せざる以前は…檬な反射力を示すが，璃SO4十隅Ogで輕く

拭いた後は反射力が方向に依り異ることが容易に認められる、，

　異方性1強。反射多色性はB｛季夜色，忌門釈色。斜長石のアルバイト蝉茸双晶に類fl狭

した双晶を示す。

　勢　開：二方向に：完全。一一つの方向は他の方尚より著しい。

　試藥に』封ずる反慮：

　1．エCl（／：1）殆ど作用しないが，蒸氣で樺に曇るととがある。

　H202（市販う　時々獲泡ゴ語るQ然しこれは燐縁部の透1藁光線で黒色を示す部分か

ら嚢するものらしい。

（3）　密村豊田＝地質45（昭13），岩蔭24，25（昭ユ5β6）
（　4　）　　　ぼie］，9gA　　：　　露じon層　（装01，，　遷9，　（ig盤4）

（5）　書換獲文＝前趨



大松前鑛山のハウスマン蓼黄 3一

　H2SO4（濃i）：　殆ど作用ぜられない。然し長時聞作用せし，めると徐々に二方肉性を表

し，選揮的に縫化する。

　璃SO4÷H雪02：二二し，腐蝕せられ，特有な双二二及び勢i粥を明瞭ならしめる。

　HNO3（1＝1），発：C13，　KOH，　KC潜，　HgCI2：　作用せす。

　以上の結某を1｝hort，　Famham，　Thlel，　Sm｛theア｛ngale，及びOrce1氏（｛1）等のハウスマ

ン鑛の性質と比較すれば，良く一致して居る。

成因的考察

　本山癖の生成期は共生鑛物の塵歌より吉村博＝｝ごのマンガン鑛床生成時代（7）の所謂B

時代に柑乱するものの如くである。而して，本二二が類似する大和鑛由に於で：8），そ

の生成期はA時代を旧き，8時代は次の如く特写・yけられて居る。

　’両叉本鑛床は大湘鑛山と伺じく，B時代に特有な元素Ba及びKは重土長石或は蝋

蘇長石として産せす，重品石及びアルカリ長石の組合せとなって居る。更に本鑛床に

当てはB1期の重要な鑛物であるブラウン鑛を未だ認めて居らなv・。

　大和鑛山に於て，栗色マンガン鑛ぽ“アヅキ”炭酸マンガン鑛脈がブラウン鑛，バ

ラ輝石塊を切った時，ブラウン鑛の聴色マンガン電化に俘ってテフロ石を生する。こ

の攣化は次の化開式を以て論明せられて居る。

　　　　2Mn2QドMnSlO3ゆ　Mn2Slq　一ト　M飛0ゴドMnO2
　　　　　　ブラウン室廣　　　　　　テフ口銭．　　　1栗‘色マンガン叢猛

　　　　MnSiq　÷　MaCO3→　Mn2Slα　十　Cα
　　　　バラ輝深f　　i菱iマンガン鑛　　　テ7ロ；石

上式に示され充栗色マンガン鑛（M唖。、・戴・・鋤の化學紐成の二：二酸イヒマンガン分子が

i若し還元された形になるとハウスマン鑛（厳艶03・MnO！の化學紐成に等いρ。然し乍

ら大和田山山の栗色マンガン鑛の反射顯微二二砂1｛k質は本四由産のハウスマン鑛の性

質とは異る。正本鑛山産のハウスマン鑛は常に菱マンガン鑛と共存するが，必しもテ

フロ石を伴って居ない。テフロ石は寧ろ牛ば炭酸盤化せられたバラ輝石塊中に存在し

て居る。

（6）　Short，　iy〔．　N．：　U．S．（峯S．　Bu11．9餐4　（1940）．

　　F…h・m・C・殖・：D警・・m三1・・ti…fth…e曲・琴・玉・・（1931）・

　　窪jiel，　G。　A．：　Econ．（｝eol．，　19，　107－145　（19盤4），

　　Smitheyingale，　W．　V．：Eeon，　GeoLJ9，481一δ05（1．9雛）．

　Orce董」．　etセavlovitch，　St．：　Soc．　Fra貧。．魑lner．，　Buil．54，108－179・（193三）．

（7）吉村弓丈：　前日1．

（8）　吉村’i讐葦文：　　育lf謎｛．
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Ti・1氏及びT・el・9・V・氏（9）季詮；は・・ウスマン鑛の生成は菱マン．ガン鑛が酸素の供給の

不充分な庭で酸化せられた場合に生することを論じて，次の化學式を與へて晟る。

　　　　　　MnCO3一》MRO＋CO2
　　　　　菱マンガン鑛

　　　　　　　　　　　　　3茎N厘nOイーCO身一〉ム厘1130藁十CO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハウ．スマン鑛

本1蜘．睦のハウスマン鑛の生磁よこれに類似し，・ミラ輝石の炭酸翻ヒ作．1・｝拠依リバ

ラ輝有よわ菱マンガン鑛が生じ，更に菱マンガン鑛よりハウスマン鑛が生じたものと

見緻される。而してその生成期は恥期に相射するものと，懇惟せられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
翫疑s蓋報糾明e魯嚥。魏a糠轍畿醗蹴e，
　　　　0藤無a費ov勲e，翼。猛盆鰯。．

By

璽包sao　　五shibashi

賞ξs建mさ

　　　　　　　　バ
　　　τhe　O難七s鷺鵬鍛環捻霧＆玉ユese　mi聡is　about　5　k三10瓢e七e翌s亙λorもhwest

of　Fuk鷺ya鷺1a。　The　de沿osits謙e癒e　bedded煎．畿sses　whieh　were
買｝eもaso買la七iea｝璽y　fornユe｛護　iR宅he　s◎一called　Pε乳1aeo猛oic　quartzi七es　alo徽9

the　e幅act・f七he　albi℃e　h・励le繭tes（翫iter分d　dia幡e　dikes．）ぼ零he

9轟Rgue　雛｝i難¢r轟IS　紬re　爲1bi七e，．baエ・三七e，翫n｛i　quartz．　　要he　ore　燃inera1S

are癌odoeh｝osite，痴od聯隊e，蹴d　few　t臼phroiもe細d伽一響arneもs。

噛Sむof　the　rich　ma1竃9＆hese　ores我P沿ear買ユassive，わut　sOme鍍鵬es漁e

higher竃rade騰s　areわa磁ded　wl癒わro職i曲め1aek　sもripes，覧ese
stripes　a，｝ヨe　eomposed◎f伽e　grai聡虚h猟smaまmi宅e，　wぬich　was痴鍛e聡一

graphie韻ly　d8七er煎擁ed．7his　disc◎very　6f　h鰯嫌繭te　is癒e費rs七

recorded　i1ユ　Jap易烈。　［夏漫｝e　p易ra≦罫enesi＄of工ni了｝erals　ofもhe◎罫e　see1徽sもo

sh◎w　th謡h鼠us1撮縣te　is　f◎m玉e飾y・xidaもi・n　wh量φtook幽ce　due

宅0．．愈he　dissoci勘’もi◎擁of捻e　Cαeo撹ain¢dぬ七he　rhod◎ehrosiむe。

（9）　田iel，　G．　A．：　前罐｛．

　　勢re！1竃ove，　S．　A：Econ，　Geol．，32皇9－47（1936＞．


